
○
第
1
2
1
号
Λ
一
九
九
四
年
十
二
月
Ｖ

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て

2
0
1
0
年
に
向
け
た
横
浜
の
交
通
体
系

②
鉄
道
駅
の
新
し
い
あ
り
方

石
井
誠
一

二
宮
宗
晴

水
越
　
猛

出
口
則
夫

○
第
1
2
2
号
Λ
一
九
九
五
年
三
月
Ｖ

特
集
・
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向

　
多
様
化
す
る
家
族
と
支
援
施
策
の
方
向

○
第
1
2
3
号
Λ
一
九
九
五
年
三
月
Ｖ

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

西
川
哲
郎
・
編
集
部

現
地
派
遣
職
員
の
報
告

①
消
火
応
援
活
動

職
員
の
災
害
対
策
提
案

関
東
大
震
災
の
時
に
受
け
た
他
都
市
等
か
ら
の
支
援

編
集
部

⑤
幹
線
道
路
計
画
と
今
後
の
道
路
設
備

手
塚
文
雄
・
下
村
　
直

交
通
体
系
形
成
の
先
進
事
例

横
浜
の
鉄
道

新
書
紹
介
／
鉄
道
と
自
動
車

編
集
部

林
下
幸
造

121号～123号

藤
田
　
格

個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

①
地
下
鉄
経
営
か
ら
み
た
鉄
道
整
備
の
課
題

④
市
営
バ
ス
事
業

③
駅
前
広
場

⑥
駐
車
場
整
備

美
濃
輪
和
朗

庄
山
高
司

市
民
生
活
構
造
動
向
研
究
会

家
族
形
態
と
機
能
の
変
化

①
家
族
形
態
の
多
様
化

②
家
族
形
態
の
多
様
化
の
要
因

③
家
族
病
理
と
そ
の
要
因

④
家
族
形
態
の
変
化
が
機
能
に
与
え
る
影
響

家
族
支
援
施
策
へ
の
提
言

①
家
族
支
援
施
策
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て

②
家
族
支
援
施
策
の
現
状

③
家
族
支
援
施
策
へ
の
提
言

家
族
支
援
施
策
の
海
外
事
例

報
告
書
を
読
ん
で

新
書
紹
介
／
都
市
行
政
の
新
し
い
設
計

田
中
弘
子
・
品
田
雅
一

斎
田
裕
史

緊
急
特
集
号
の
発
行
に
あ
た
っ
て

横
浜
市
の
対
応

高
秀
秀
信

廣
瀬
良
一

①
現
地
の
被
災
状
況
を
見
て

②
横
浜
市
が
行
っ
た
救
援
・
復
旧
・
復
興
支
援
の
概
略

編
集
部

そ
の
１
・
消
火
救
助
活
動

阿
部
次
夫

そ
の
２
・
被
災
地
で
活
動
中
の
全
国
消
防
職
員
等
へ
の
食
料

品
調
達
と
搬
送

高
橋
規
夫
・
荒
井
　
守

そ
の
３
・
広
域
航
空
消
防
応
援
活
動
報
告

秋
山
佳
宏

②
医
療
応
援
班
の
活
動
報
告

③
飲
料
水
の
供
給
活
動

杉
澤
　
宏
・
赤
岡
　
謙

永
井
幹
男
・
篠
　
武
夫
・
依
田
喜
八
郎
・

森
川
純
臣
・
　
　
　
横
山
征
志

④
下
水
道
の
復
旧
活
動

⑤
建
築
物
の
安
全
確
認

吉
柳
輝
穂
・
黒
川
　
満

北
沢
　
猛
・
谷
垣
弘
行

森
口
　
肇
・
安
藤
千
尋

遠
藤
博
之

山
田
雅
夫
・
小
山
誠
一

小
野
崎
信
之
・
伊
藤
　
誠

金
近
忠
彦
・
宮
浦
修
司
・
工
藤
文
昭

・
森
　
秀
毅
・
寺
津
成
介
・
戸
屋
　
勉

・
井
口
侃
二

震
災
の
被
害
状
況

⑥
港
湾
施
設
の
復
旧

⑦
ご
み
の
収
集
等

⑧
福
祉
相
談

⑨
義
援
金
交
付
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